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空1知1大会|を終え|て

野の大地で,「つくる

」の実現をめざした第53
びに第40回全空知子ども

二関わつた私達は,「造形

1後  に生きる子ども達を育て

,薔1本大会の開催に向けて全力

多 場今の子ども達には,何が

多聟かな感性や自ら学んで生

めには ,どのような教育

‐| |:卜た0空知には,子ども達
による『全空知子どもの作

会があり,40年にわたる

ぶ どもの感性や個性を大切

で積み上げたものは,先
がれた貴重な財産である

夏 ,帯広 ・十勝大会のレ

池田ワイン城で道造形連盟

から本格的な準備に入り

||1寺   ,‐  :l蓄 |″″
の内の3回は今回同様に滝川市立東小学校を会場にし

て行われています。しかし,15年がりの開催でした

ので前回の大会運営に関わつた教師も少なく,空知

美術研究会の若手会員教師が中心となつて無我夢中

で大会準備を進めてきた経過があります。その準備

を進める中で美術教育のあり方を再認識 し,仲間の

結束の大切さや関係機関との対応の仕方などを学ば

させていただきました。また,大会直前には2回のプ

レ研究授業が行われ ,研究担当者や熱心な若手教師

達による研究討議が積み重ねられてしヽます。大会成

功に向けた若手教師達の情熱と研究の積み上げは
,

今後の空知の造形教育に何か明るい期待ができるの

ではと思つています。

今大会では,陥 れあう」「さぐる」「つくりだす」

としヽう3っ のキーワー ドを設定し,素材や人とのふれ

あしヽ ・素材や表現方法を探 り・造形活動を通 して作

品や人との関わりを深めて ,造形活動をする喜びを

大切にする指導の実現をめざしてきました。6っ の公

開授業と分科会を行う中で,私達のめざす考えを述べ
,

参加者からの貴重な実践やこ意見を聞くことができ

ました。大会の講演の中でも寺内貞夫氏から「真実

をしっかりと見つめさせることのできるのが美術教

育であり,私達大人 |よ子ども自身の感性を大切にし

た共感的理解と行動をしなければならない」という

率直な意見を拝聴することができました。

私達は,全道各地から参加された皆様との熱い論

議を交わす中で ,空知の美術教育の進むべき方向へ

のこ示唆を与えていただき ,貴重な財産とすること

ができました。ありがとうこざいます。

閉会式を兼ねたレセプシ∃ンは,ジンギスカン発

祥の地といわれる松尾ジンギスカンで行わせてもら

しヽま したが ,庶民的な雰囲気の場にもかかわ らず

]20名余りも参加してしヽただき感謝しております。

最後になりましたが ,本大会をこ支援 して下さしヽ

ました北海道教育委員会 ,滝川市教育委員会 ,お世

話いただきました会場校の皆様 ,道造形連盟の皆様

に深く感謝とお礼を申し上げます。

次年度の旭川大会が今年以上に実りある大会とな

りますよう心からこ祈念申し上げます。

形教育研究大会|よ4回目,そ
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空知美術教育研究会

研究部長 鎌 田 俊

道内は依然として景気が低迷し、生活における個人格差が広がる傾向が強く、

`凶悪化する傾向にあることが大きな社会問題となつています。情報は,巳濫 し、世界  ::
なる反面、周囲の人や物との関係が希薄になりつつあります。学校に目を向けると '           |||ミ 彩〃多ミ

が変わり、学校 5日 制が始まる中、図工 美術の時数は大幅が変わり、学校 5日 制が始まる中、図工 美術の時数は大幅

く変わりつつあります。また、この空知をはじめ道内の多く

持つ教師が減少し、図工美術を免許外で教えている先生が増

ち教師側がどう変わり、どう図工美術を変えていくのかとい

幅な授業時数の肖」減に対する教師側の準備不足からか、単に

―  り、マニュアルやキット教材に頼つたり、すぐに子どもが熱中するような安易な題 ″
夕

た研究がされてきました。しかし、基礎基本の捉え方の違いから「教え込まなければ

':狭めていこうとする教師も少なくないようです。いにつこ9御陶少なれゆ∞0  
倒し今だ

|′ ｀ ||
私たち空知では、こうした子どもを取り巻く生活環境の大きな変イ

だからこそ「教えることができる」「身につけさせることができる」力を育んでい

と考え、現在「図工美術」に求められてしヽる題材(教材)の選定について大切な要 |1   3 11
した。

図工・美術を専門としない教師にとつて、作品 (結果)至上主義に陥りがちな教 |

す。そのためにも、上記の 3つのキーワー ド (131れあう・

し、子どもが「何を」「何で」「どのように」制作するのかを、

授業を展開をしてしヽくことがつくる喜びを実感できる造形

美術教育にとつて大変重要なことであると考えます。また、

達と連日の話し合いをする事により、自分自身がより図工・美術に対する見識を深

謝しています。空知の良き伝統である「語る会」の形式が「お土産」として全道に  |

作品や対話を通して人や物と直接接し、さわり、育て、加工し、

にした題材 (教材)を選定し、子どもに実感を伴つた理解をさせ、

特性を理解するといつた実生活・実体験を大切

人間相互が想いを伝えあう行為を大切にする。

素材や表現方法を試行錯誤しながら葛藤し、自己決定 し、想しヽを巡らせる行為を大切にする

造形活動を通して作品を作り出す喜び。自己表現を通して自己を客観的に観察する力を養う。

作品鑑賞などを通して自分以外の考え方やものの見方などの個性に接し、理解し、共感しあう中から人間関係を

つくりだす。

ております。
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【小学校5年 構成 授業者】

滝川市立東小学校 中  澤  孝  イニ

昨年より,自分自身いくつかのテーマに沿つて題材を設定しました。

1つ目は「集合作品」。みんなで一つの作品をつくりあげるのではなく,同 じテーマのもと,一人ひと

りがつくつた作品を組み合わせて大きな一つの作品をつくりあげるのです。

そうすることにより,個々の自由な表現が可能であり,全員に同じ機会を与えることができ,また評価

もわかりやすくなります。

2つ目は「抽象」。街にあ8、れる現代アー トを理解するためには,抽象に親しむ体験が必要であると考

えました。言語と同様に年齢の小さいうちから様々な形態の作品に親しむことで,制作にも鑑賞にも幅が

広がるのではないかと考えたからです。

3つ目は「公共性」。ランドスケープというほど大げさではありませんが,子供の作品が共有空間の一

部として存在し,その場を利用する者に何かしらの影響を与えることができたら,作品自体がより大きな

意味を持つと考えたからです。

今回の授業ではその 3つを織り交ぜ,学級目標の具現化に向けた題材を設定しました。

完成した集合作品を見る子供たちの顔と,照れ隠しの小さな歓声。題材としてよかつたか ?またはダメ

だつたか ?教師の反省も多数ありますが,あれもこれもやつてみたいという「教師の欲張り」もどんどん

湧き出してきました。

授業を見て下さつた方々,分科会に参加して下さつた先生方,ありがとうこざいました。

【中学校「さぐる」分科会 語る会ガイド】

岩見沢市立上幌向中学校 富 石 由 華

ここでは,「さぐる」に力点をおき,自己の感情のイメージを抽象形で表現する授業が公開されました。

教室内には色や材質の違う紙などがたくさん用意され,子供たちは自分のイメージにあつた素材を直接

手に触れ,確かめながら選び,形を組み合わせ抽象形に構成していました。過去に,自分の感情が揺れ動

いたときの記憶をイメージし,色や形に置き換えていく。1年生での抽象表現が難しいとされる中,ワー

クシー トにまとめ直接素材に触れることで発想を引き出すことが出来てしヽました。

授業反省では,鑑賞による導入の重要性や作品交流での慎重さ,コミュニケーシ∃ンの必要性や手段な

どにかかわる参考意見が出されました。

「作品を語る会」では,基礎技能に重点を置いたレモンの水彩画や環境汚染や交通事故など,社会問題

をきつかけに心に訴えかけたポスター。教師のコメントを丁寧に書き添え,コミュニケーシ∃ンを大切に

した鉛筆による抽象画。水墨画の習作やモダンテクニックで自己の内面を表現した構想画。 2点通透図法

による平面構成やロンズ粘土による自分の素足など,多くの作品が紹介され,活発な話し合いを生んでい

ました。また,社会科と公民との総合学習や地域学習のような形で取り組める題材など,教科の危機を乗

り切る方法も出されていました。「関心・意欲・態度」などの評価の難しさなども話題に上り,まだまだ

話し足りないといつた盛り上がりの中,会を閉じました。

●●Tl蟷夕覇



【大会分科会参加者】

追分田丁立追分刀畔 校 香  田    恵

小学校高学年の「AIl for One  One f tt r AIII」 。

デザインコンペを行い,どんな作品になるかわからない中で,子供たちが各パーツこと担当し,全員で

つなげて一枚の絵を作り上げるという授業だつた。

「これは,みんなのを合わせるとどんなのになるのかな。木かな,川かな。つながるところ|よ同じ色に

しよう。隣に (流れがつながるように)同 じ色を塗っていいかな ?」 などと,隣り合う絵の子供たちが交

流,相談し合いながら彩色していた。

分科会は,絵画を中心に各学校の実践交流だつた。全体的に子供たちの思いを形に表すことを主題に置

いていた。それはとても大切なことである。しかし,「何の力がついたのか」はつきりわかる授業を目指

す必要があると思う。そうでなければ,子供たちの思しヽをどのように表現してよいか分からない場合もあ

るからである。

今回の連盟の全道大会は,造形教育の無限の可能性を感じるものだつた。

【大会分科会参加者】

札幌市立手稲中学校 石  川  早  苗

今回は『全空知子どもの作品を語る会』も同時に開催され,分科会の内容が盛りだくさんなものとなり,

語つても語り尽くせないという感じの先生方も多かったようです。

公開授業の方は中学校の授業しか見ることができませんでしたが,3つのキーワー ドとしてあげられた

ふれあう・ さぐる・つくりだす としヽう視点に根ざした授業をつくろうと,どの先生方も熱心に授業を

されていました。

この3つのキーワー ドも一昨年の全国大会で連盟が提案した かんじて・ つくつて・ひらいて を基に

していることがみとれ,連盟の研究はこのようにして広がり,流れていくものなのだなと実感しました。

毎年,このように研究大会に参加させていただいていますが,各地区で少人数でもがんばり続ける先生方

の存在を知ることは,札幌という恵まれた環境の中で,人数がいるから自分は何もしなくていいだろうと ,

つい逃げ腰になつている自分の姿を振り返るよい機会となっています。

【大会分科会参加者l

旭サ|1市立忠禾日]ヽ学校 藤 瀬 育 子

天候も恵まれた7月 29日 (火)に行われた空All大会では,アイディアあ131れる授業と子供がのびのびと

作品作りに取り組む姿勢がとても印象的でした。

体育館に入つてすぐに,画板を置くために逆さまにされた椅子が4,5人を一グループとして丸く並べら

れていて,子供たちを一人―人思いやる授業者の桔梗先生の工夫で,授業の内容だけでなく,授業を行う

環境にも目が行き届いているということに感心しました。

体育館の奥で|ま ,体育館の広い場所を生かした大きな絵。小学校5年生の子供たちが夢中になりながら
,

思い思いに下描きされた画用紙に色を塗つていました。一人一人の個性あふれる表現が組み合わさリーつ

の大きな作品になると,どんなものができるのだろうと,作つてい

る子供たち|よもちろんのこと,見ている私たちも,ど うなるのかワ

クワクしながら授業を見ていたと思います。

今回初めてこのような大会に参加 したのですが,子供たち―人一

人の個性を生かした授業作りに触れるとともに,それぞれの先生方

の個性あ131れ る授業を見ることができて,大変勉強になりました。

これからも,いろいろな先生方を見習い,よ りよい造形教育を目指

して研究に努めたいと思います。



【大会分科会参力日者】

留萌市立東光月ヽ学校 滝 本 都 子

「どう指導してよいか,よ く分からない。どう子供たちに寄り添つていけばよしヽのか,迷つてしまう。

どんな題材がよいのだろうか・・・」などなど,図工に関する悩み|よ多いもの。しかし,国語や算数と違

つて,書店に並が本の数はほんの少しです。それならと決心し,初めて全道造形教育研究大会に参加させ

ていただきました。

低学年の授業を中心に見せていただきました。図工のよさは,題材と出合つた時の子供たちの驚きや喜

びを見ることが出来ることだなと,改めて感 じました。キラキ

ラした目で活動を進めていく子供たちを見ていると,その輝き

を感 じることのできる感性を自分自身が磨くことこそ必要だと

強く思しヽました。きっとそれは,評価とは違うとされてしまう

のでしょうが,とても大切なことだと思います。

そのようなことを考える機会を与えてくださつた全道大会。

作品を語る会も非常に興味深いものでした。これをどう子供た

ちに返 してしヽくか 。私のこれからの課題です。

【大会分科会参加者】

伊達市立長不日]ヽ学校 小 島 充 雄

今回,中学年の授業を拝見させてもらい,また,寺内先生の講演を拝聴させていただいて,勉強になっ

た点がいくつもあつた。その中でも特に,子供の思いを育む授業の大切さを実感した。ただ描かせればい

いのではなく,「ここをああしたい,こうしたい。」と自分の思いに寄り添つ表現を楽しんだり,素直に

自分の思いが伝えられるような授業は,素敵だなと思つた。

そのためには,教師が子供の気持ちや思いをどこまで共有できるか,自分自身の感性を磨いていくこと

も必要になると思うので,今後努力してしヽきたい。

また,分科会で鑑賞の評価について質問したが,特別鑑賞の

時間をとらなくても,普段の授業で描くこと,意見交換し合う

こと,教師とのやり取りから垣間見える子供の思いなどから
,

子供の鑑賞力を見取つていくことも可能であるといつたこ意見

をしヽただき,参考になった。

最後に,大会運営にあたられた先生方,授業者のみなさん :

どうもありがとうこざいました。

【大会分科会参加者】

南茅音Б町立日尻月ヽ学校 大 場 育 夫

10校余りから出された学級全員分の子供たちの作品を見ながら,絵の色や指導方法や構図,や つてみた

中での工夫などを出し合いながら,学ぶことができました。

時間数が少なくなる中:誰しも悩みながら,「少しでも子供たちの心に食い込む指導を」としヽう思いは

みんな一緒でした。語る会では,キ ャリアのある先生の経験や知恵と,若い先生の失敗を恐れないやり方

とが交じり合える座談方式の深め合いのよさが出ていて,実 りある話し合いができました。

絵とは,心が動いて感動があるからこそ描いていくもの。そのきつかけを作つたり,まとめの触媒にな

つたり,お手伝いをしたり 。・。図工や美術の先生だからこそ担える役害」だと思うと,幸せな気持ちにな

るのを確かめることができました。

当たり前のことを当たり前にできる能力と気力。でも,これは一人では持ち続けることはできません。

仲間からの励ましや支えがあればこそ。こんな感想を持たせていただいた分科会でした。
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【小学校低学年分科会ガイド】

北海道教育大学附属本し幌」ヽ学校 堀 □ 基 ―

「大好きなあの人に,つくってあげたいんだ。」

子供たちのそんな素直で優しい気持ちがあふれる授業でした。授業をしてくださった先生の「低学年の

子供たちの五感をしっかり育てたい。」という思いが「素材へのこだわり」を,「願いを染み込ませなが

ら表現させたい。」という思いが「題材の方向」をしっかりとしたものにしていたと思います。一人一人

に準備」された小麦粉に水を加え,練り始めたとたんに色がみるみる出てきたときの感動は,参会者の皆

が感じたことではなしヽでしょうか。月ヽさな手で一生懸命に小麦粉を粘土状にする子供たちのひたむきな姿

も印象的でした。分科会で|よ :小麦粉粘土の材料体験としての価値や教材化について,また,低学年の子

供にとっての相手意識と表現活動についてなどが話し合われました。参会者からは,具体的なアイディア

を織り交ぜた意見も多数出され,有意義な時間となりました。

引き続いて進められた「作品を語る会」も,弁華別中学校:棚田先生の名司会のもと,7名の実践が発

表されました。中では,題材のテーマや技法指導にかかわる説明に対しての参会者からの意見が交流され ,

悩み相談的な雰囲気ではなく,子供にとつてより意味のある造形表現活動とは何かを共に考えた,まさに

全道大会であつたと思います。

改めて本大会にこ尽力された皆様に感謝いたしたいと思います。年に一度の
‖
造形同窓会

‖
である全道大会を

,

これからも大切にしていきたいと思いを新たにしながら,夜の滝川をあとにしたのでした。

大会事務局 :旭川市立永山南中学校

旭川市永山田15丁目118番地 下EL 0166-48-8117 FAX 0166-48-8116

『豊に おもいをふく
あら

生の 造 形 教 育
～身体で感じ′感性を磨くた

付受

(小学校40

(小学校40
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旭川市立神楽中学校      ′
旭川市神楽6条 12丁目 (0166-61-719 ′

E■日D(予定)

公開授業 |

公開授業 ‖

開会it e全体会
分 科 会
歓迎レセプション
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8:30～
9:00～ 9:50
10:00-10:50
11:15-12:00
13:10～ 15:10
18:00～
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空知美術教育研究会
●空知美術教育研究会 事務局長

滝サ|1市立東」ヽ学校 中 澤 孝 仁

今年度の全道造形教育研究大会との同時開催で40回 目を

迎えた『全空知子どもの作品を語る会』。

この活動が空知美術教育研究会のスタンスをす番色濃く表し

ています。持ち寄つた子どもの作品を見たり、お互いの意見

交流の中から何かをつかみ取り、現場での実践に生かす。ベ

テランも新卒も気軽な話し合いの中で、指導法や教材観、図

工 美術の教科性、さらには子どもの生活像まで語り合うと

いう「自主的な研究実践の積み重ね」の場として、毎年管内

の小学校を会場に開催されています。

また、会員美術展やデッサン会を定期的に行い、会員自身

の意識の向上を図つたり、毎年 1月 に行われる『新春t7ミ 』

や夏に行われる『スケッチ旅行』では、現役とOB OGが
泊まりがけで懇親を深め、図工・美術教育についてのあつい

思いを交流したりと行事も盛りだくさんです。主体的かつ自

由な空美の雰囲気をあなたも是非一度、味わつてみませんか?

【この近況は7月 にいただいたものです。】

組織の新パワーに期待して
●根室造形教育連盟

別海町立月」海中学校 大  丼  誠 一 郎

当連盟も15年度総会を終え、新役員体制による船出が始

まっております。

1市4町 /DNら 構成される管内的な当面の課題としては、やは

り新規会員がなかなか期待できないことにあります。とは申

せ、なんとか総勢20名を越えることができました。それで

も実質的には当連盟独自の企画推進だけでは無理があり、こ

れまで通り各市町教育研究会の図工 ‐美術サークル活動との

連携で事業計画を絡めていかねばなりません。今年度は別海

町の当該サークルとの協賛の形で 〔版画領域〕を中心に、授

業の導入段階を焦点化させた実技研修を深めていくこととな

りました。当連盟の存在感をここで広くアピールしつつも造

形教育活動の原点に立ったスタンスで、若い世代の会員諸氏

の更なる成長と実践力に期待をしていきたいと考えている今

日この頃です。

第 117号をお届け致 しました。お忙しい中,原稿をお寄

せくださいました先生方に厚くおネL申 し上げます。空知大会

は,天候にも恵まれ全道各地から大勢の参加者が集い盛会の

うちに終わりました。その活気に満ちた大会風景を特集 し誌

面構成 しました。また, こ活躍されております各サークル

の近況もこ協力のもとで掲載することができました。これか

らもどしどしお寄せいただきたいと思います。

造形連盟広報部 (中山龍男,三 井 哲,山室ゆかり,

東 尚典,加藤正幸,土丼善範)
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ヽ

―ヽ―――――――
ミ

ヽ

図工のよさを多くの先生に
●小樽市教育研究会 (図工部会 )

小樽市立忍路中央小学校 竹  生    元

小樽市では、全市の先生方を対象に、年5回のペースで研

究会を行つています。これは、他の教科もそれぞれ行われて

おり、各教科の実践を深めることができる絶好の機会となつ

ております。中学校においても同じように部会が開かれてい

ます。教科については、専門の先生方だけではなく、その教

科に興味を持ち、実際の授業に生かしたいという先生方も多

く含まれます。現在は、各学校の図工担当の先生方や学級担

任を中心に、日常の実践交流や小樽市の児童生徒の小中図工

美術展を主催したりといつた活動を行つています。

過去2回は、学年ことのブロックに分かれて、実際に指導

してみての悩みや工夫など交流し合つています。特に指導技

術の情報交換が活発です。また、教科書の改正による教材の

研究や、評価についての話し合いもされていました。年 5回

の一斉部会以外でも、美術展鑑賞会や実技請習会なども開か

れています。実技講習会を計画し、部会員以外の教職員にも

参加してもらうようにもしています。図工教育の果たす役害」

を多くの教師に知つてもらうことをねらいにしています。

〇
〇
〇
〇

サークル活動の活発化を目指して
●檜山造形教育研究会

江差町立江差月ヽ学校 若 竹 隆 邦

檜山では、各教育研究団体を束ねた「檜研協」という組織

がありましたが、サークル活動が低調で2年ほど前に解散し

ました。それに替わつて各町教研を母体とした総合研の立ち

上げの動きが進んでいます。町教研自体も学校の統廃合や少

子化のため教員が少なくなり、単独では研究が深まらないの

で近隣の町を統合した組織をつくつています。檜山南部は江

差、上ノ国、厚沢部町で南部三町教育研究会がスター トしま

した。

檜山造形教育研究会はこれらの組織とは別に活動していま

すが、児童生徒美術展の開催時には、三町教育研究会の図工

美術サークルにも協力依頼し、展示や審査にも携わつてもら

つています。また、今年度予定している実技講習会にも参加

を呼びかけ、タイアップして進めていきます。このような活

動を通して、当会も含めサークル活動が活発化し、管内の図

工 美術教育の振興が図れればと考えています。


